
むらの人口 （平成 26 年 11 月 1 日現在）　（　）は前月比
 総数：9,272 人（-3）    男 : 4,512 人（-5）  女 : 4,760 人（+2）
 世帯数 : 3,345 世帯（-3）
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今月の表紙

それぞれの名前が入ったリンゴを見せてく
れました。みんなきれいにできたかな？
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秋晴れの下、りんご畑で収穫作業を行いま
した。赤く色づいたりんごの表面に、あら
かじめフィルムに名前を書いて張っていた
部分が白く浮き上がり、その出来栄えに歓
声が上がっていました。

遊
ゆ
う
広
場

めざせ！子育て支援日本一の村
　
子
育
て
支
援
の
拠
点
施
設
と
し
て
「
う
め
っ
こ
ら
ん
ど
」
が
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、

約
６
ヶ
月
が
た
ち
ま
し
た
。
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
や
活
動
を
、
実
際
に
利
用
さ

れ
て
い
る
皆
さ
ん
や
、
子
ど
も
た
ち
の
声
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
０
歳
児
か
ら
３
歳
児
ま
で
の
乳
幼
児
と
保

護
者
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
親
子
遊
び
、
親
同
士
の
交
流
、
イ
ベ
ン
ト

「うめっこらんど」は中学校の隣

この看板が目印です→

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

う
め
っ
こ
ら
ん
ど

活
動
紹
介

・遊ゆう広場
・学童保育
・児童館
・ファミリー
　サポートセンター
・子育てサークルへ
　の施設貸し出し

現在「うめっこらんど」で
実施されている事業

を
通
じ
た
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
交
流
で

親
子
の
絆
を
強
め
た
り
、
子
育
て
情
報
の
提

供
や
育
児
相
談
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
親
子
で
お
気
軽
に
見
学
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
毎
月
の
イ
ベ
ン
ト
は
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
で
き
ま
す
。

学
童
保
育

　
児
童
館
の
よ
う
す
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遊
ゆ
う
広
場
　
利
用
案
内

●
利
用
日
と
時
間

・
月
〜
金
曜
日
　
９
時
30
分
〜
16
時

・
土
曜
日
　
10
時
〜
14
時

●
休
日

・
日
曜
・
祝
日

・
お
盆
期
間
（
８
月
13
〜
16
日
）

・
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

●
利
用
料
金
（
１
家
庭
あ
た
り
）

・
年
間
登
録
の
場
合

　
年
間
５
０
０
円

 
（
村
外
の
方
は
年
間
１
０
０
０
円
）

・
一
時
利
用
の
場
合
１
回
１
０
０
円

 

（
村
外
の
方
は
１
回
２
０
０
円
）

　
わ
が
家
は
サ
ー
ク
ル
、
子
育
て
学
級
、
遊

ゆ
う
広
場
で
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
特
に
遊
ゆ
う
広
場
の
利
用
が
多
く
、
子

ど
も
は
、
お
友
達
に
会
え
た
り
玩
具
や
絵
本

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
嬉
し
く

て
伸
び
伸
び
と
遊
ん
で
い
ま
す
。

　
お
友
達
と
の
関
わ
り
を
通
し
、
家
で
は
出

来
な
い
経
験
が
出
来
て
う
れ
し
い
し
、
子
ど

も
の
成
長
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
毎
月

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
親
子
で
楽
し
く

参
加
し
て
い
ま
す
。
先
生
方
や
マ
マ
た
ち
と

気
軽
に
子
育
て
の
話
が
出
来
る
の
で
育
児
の

悩
み
も
和
ら
ぐ
場
所
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
時
代
に
合
わ
せ
た
充
実
し

た
施
設
で
、
み
ん
な
が
集
ま
り
や
す
い
場
所

で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

遊ゆう広場 利用者

小林 智恵美 さん

▲図書館の出張おはなし会。
読み聞かせの絵本や子育てに
かかわる本の紹介もあります。

友達同士で集まって勉強する姿も
宿題はできたかな？

夕方、帰りの時間の前に
みんなで清掃します

今日の放送当番
清掃の合図を放送します

午前中はたくさんの親子が遊ゆう広場へ集まります。子どもと一緒
にサーキットトレーニングやボールを使った「うんどうあそび」を
通して、子どもの成長や特性が見えてきます。

遊ゆう広場のようす
いっしょに遊ぼっ！

利用者の声

子育て支援センター「うめっこらんど」 活動紹介
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宮
田
村
在
住
の
小
学
生
で
、
保
護
者
が
仕

事
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、
昼
間
留
守
に
な
る

家
庭
の
児
童
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
学
童
保
育
で
は
、
年
齢
の
異
な
る
子
ど
も

た
ち
が
遊
び
や
学
習
、共
同
事
業
を
通
じ
て
、

社
会
力
、
生
き
る
力
を
高
め
ら
れ
る
支
援
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
が
子
ど
も
を
安
心
し
て
委
ね
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
も
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
１
年
生
か
ら
学
童
に
来
て
い

ま
す
。
今
年
か
ら
は
、
妹
も
１
年
生
に

な
っ
て
学
童
に
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
５
月
か
ら
新
し
い
場
所
に
な
り
、
前

の
場
所
と
は
違
い
、
庭
に
は
遊
具
や
川

も
あ
り
ま
す
。
中
は
、
広
く
て
勉
強
部

屋
と
遊
ぶ
部
屋
が
分
か
れ
て
い
て
、
勉

強
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な

学 

童 

保 

育

が
集
ま
る
遊
戯
室
は
、
と
て
も
広
く

ボ
ー
ル
遊
び
や
鬼
ご
っ
こ
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
場
所
で
は
、
楽
し
い
こ
と

が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
で
も
、
前

の
場
所
に
は
近
く
に
村
民
会
館
が
あ

り
、
そ
こ
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。新
し
い
場
所
に
な
っ
て
か
ら
は
、

村
民
会
館
に
は
行
け
な
い
け
れ
ど
、

教
育
委
員
会
の
方
達
が
遊
び
に
来
て

く
れ
ま
す
。
新
し
い
学
童
も
と
て
も

楽
し
い
で
す
。

川やブランコは子どもたちの人気スポットです。

利用者の声

学童保育 利用者

春日 みなみ さん

学
童
保
育

　
利
用
案
内

●
運
営
日
・
時
間

・
平
日
の
小
学
校
登
校
日

　
下
校
時
〜
18
時
（
最
長
19
時
ま
で
）

・
平
日
休
校
日
※

、
毎
月
最
終
土
曜
日

　
７
時
30
分
〜
18
時（
最
長
19
時
ま
で
）

※
学
校
行
事
な
ど
に
よ
る
休
校
日
や
、

夏
休
み
期
間
中
の
平
日
な
ど

●
休
日

・
土
曜
日
　
・
日
曜
日
　
・
祝
日

・
お
盆
期
間
（
８
月
13
〜
16
日
）

・
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

●
利
用
料
金

・
一
般
登
録
　
１
ヶ
月
１
０
０
０
円

・
一
時
預
か
り
　
10
回
１
０
０
０
円

・
お
や
つ
代
　
１
回
40
円

・
こ
の
他
、
利
用
方
法
に
よ
り
追
加
料

金
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
う
め
っ
こ

ら
ん
ど
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

児 

童 

館

　
小
学
生
を
中
心
に
幼
児
か
ら
18
歳
ま
で
の

児
童
や
、
そ
の
保
護
者
、
子
育
て
支
援
団
体
、

子
育
て
グ
ル
ー
プ
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
児
童
館
は
年
齢
の
異
な
る
子
ど
も
が
、
外

遊
び
や
群
れ
遊
び
を
通
じ
て
、
創
造
力
や
社

会
力
を
築
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
利

用
す
る
子
ど
も
た
ち
は
、
仲
間
で
ル
ー
ル
を

つ
く
り
、
遊
び
を
通
じ
て
折
り
合
い
、
譲
り

合
い
の
心
を
育
て
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
親
子
で
児
童
館
を
利
用
す
る
人

も
増
え
ま
し
た
。

児
童
館 

利
用
者

小
野 

高
太
郎
く
ん
（
小
１
）

小
野 

ゆ
か
り
さ
ん
（
小
３
）

　
ぼ
く
が
児
童
館
に
行
っ
た
き
っ
か
け

は
、
お
母
さ
ん
が
子
ど
も
の
頃
児
童
館

で
楽
し
く
遊
ん
だ
思
い
出
を
聞
い
た
か

ら
で
す
。

　
行
っ
て
み
る
と
、
遊
戯
室
が
な
わ
と

び
や
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
く
ら
い
広
く

て
楽
し
く
過
ご
せ
ま
す
。
外
に
は
、
ト

ン
ネ
ル
や
ブ
ラ
ン
コ
、
ね
ず
み
わ
た
り

が
あ
っ
て
思
い
っ
き
り
遊
べ
ま
す
。

　
夏
に
一
番
遊
ん
だ
の
は
、
川
遊
び
で

し
た
。
木
の
船
で
遊
び
ま
し
た
。
冷
た

く
て
と
て
も
気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。

児
童
館
　
利
用
案
内

●
運
営
日
・
時
間

・
平
日
の
登
校
日

　
下
校
時
〜
18
時

　（
10
月
〜
２
月
は
17
時
ま
で
）

・
平
日
休
校
日
※

ま
た
は
毎
週
土
曜
日

　
９
時
30
分
〜
18
時

　（
10
月
〜
２
月
は
17
時
ま
で
）

※
学
校
行
事
な
ど
に
よ
る
休
校
日
や

　
夏
休
み
期
間
中
の
平
日
な
ど

●
休
日

・
日
曜
日

　
・
祝
日

・
お
盆
期
間
（
８
月
13
〜
16
日
）

・
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

●
利
用
料
金 

無
料

ぼ
く

は
、
お

利用者の声
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子
育
て
サ
ー
ク
ル「
集
ま
れ
う
め
っ
こ
」

は
月
に
２
回
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
遊
戯

　
村
内
に
は
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち

が
自
ら
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
っ
て
活
動
し
て

い
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
す
。
う

め
っ
こ
ら
ん
ど
は
、
そ
う
い
っ
た
活
動
の
場

と
し
て
も
、
み
な
さ
ん
に
無
料
で
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

子
育
て
サ
ー
ク
ル
活
動

　
う
め
っ
こ
ら
ん
ど
は
、
一
人
ひ
と
り
の
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
発
達
を
願
い
、
住
民

の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
事
業
運
営
を
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
声
を
聞
き
、
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
運
営

が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
声
を
ぜ
ひ
う
め
っ
こ
ら
ん
ど
ま

で
届
け
て
く
だ
さ
い
。
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
う
め
っ
こ
ら
ん
ど 

☎
８
５
‐
５
９
３
１

　
教
育
委
員
会
事
務
局
　
こ
ど
も
室

　
　
子
育
て
支
援
係 

☎
８
５
‐
２
３
１
４

室
は
と
て
も
広
く
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
な
ど

の
遊
具
も
自
由
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
子
ど
も
た
ち
を
思
い
っ
き
り
遊
ば
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
集
会
室
は
マ
マ
た

ち
で
話
を
す
る
の
に
ち
ょ
う
ど
良
く
、
こ

れ
ま
で
に
、
お
す
す
め
絵
本
の
会
や
防
災

に
つ
い
て
考
え
る
会
、
お
家
で
で
き
る
ヘ

ア
カ
ッ
ト
講
座
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
活
動
内
容
は
ま
だ
手
探
り
状
態
で
す
が

み
ん
な
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
施
設

を
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子育てサークル「集まれうめっこ」のみなさん

この日は遊戯室で
運動会をしました

協力会員の講座の様子

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　「
子
育
て
を
応
援
し
て
欲
し
い
人
」（
利
用

会
員
）
と
「
子
育
て
を
応
援
す
る
人
」（
協

力
会
員
）
が
地
域
で
子
育
て
の
相
互
援
助
活

動
を
有
償
で
行
う
事
業
で
す
。

　
協
力
会
員
は
村
が
実
施
す
る
10
回
の
講
座

の
受
講
が
必
要
で
す
が
、
９
月
末
に
所
定
の

講
座
が
修
了
し
10
月
か
ら
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
（
協
力
会
員
の

次
回
募
集
は
２
月
頃

を
予
定
）。

　
今
後
は
、
協
力
会

員
と
利
用
会
員
が
交

流
会
を
重
ね
な
が

ら
、
相
互
援
助
が
で

き
る
よ
う
事
業
を
進
め
ま
す
。利
用
会
員
は
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
う
め
っ
こ

ら
ん
ど
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

り
、
保
育
園
、
学
校
と
成
長
と
共
に
「
不

安
」
と
「
は
て
な
マ
ー
ク
」
の
連
続
の
日
々

で
し
た
。

　
そ
ん
な
時
、
誰
か
に
相
談
し
た
り
、
他

の
人
の
や
り
方
を
ま
ね
た
り
と
周
囲
の
皆

さ
ん
に
知
恵
を
い
た
だ
き
な
が
ら
子
育
て

を
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
子
育
て
中
の
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
子

育
て
を
す
る
パ
パ
と
マ
マ
の
皆
さ
ん
、
子

育
て
は
１
人
で
頑
張
ら
な
い
で
身
近
な
親

族
、
地
域
の
子
育
て
経
験
者
の
皆
さ
ん
か

ら
知
恵
と
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
み
ん
な
の
手
が
入
る
こ
と
で

き
っ
と
い
い
子
が
育
つ
と
思
い
ま
す
。

　
子
育
て
は
親
育
て
で
す
。
う
め
っ
こ
ら

ん
ど
が
親
子
で
成
長
で
き
る
場
に
な
る
と

い
い
で
す
ね
。
　

　
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
、
審
議

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
運
営
委
員

の
方
に
、
う
め
っ
こ
ら
ん
ど
に
期
待
す
る

こ
と
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
私
の
子
ど
も
た
ち
は
、
う
め
っ
こ
ら
ん

ど
を
利
用
す
る
年
齢
を
過
ぎ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
今
で
も
子
育
て
は
不
安
と

迷
い
の
連
続
で
す
。

　
初
め
て
の
子
育
て
は
、
す
べ
て
が
初
体

験
で
日
常
生
活
の
さ
さ
い
な
こ
と
に
始
ま

子育て支援センター

鈴木 みのり さん

運営委員

運営委員の声

子育てサークル

中塚 美佳 さん
「集まれうめっこ」

利用者の声

子育て支援センター「うめっこらんど」 活動紹介



広報 MIYADA 6

http://www.vill.miyada.nagano.jp

宮田村役場 
☎ 0265-85-3181（代）
FAX 0265-85-4725

村民会館
（教育委員会・公民館・図書館）
☎85-2314

老人福祉センター
☎85-4128

11/14 ～  情報発信！チャンネルみやだ

11/21 ～  商工会だより

11/28 ～  ＴＶこまうすゆきそう１c h

12/ 5 ～  みやだむらをたべよう！冬

12/12 ～  図書館まつり

ケーブルテレビ 行政チャンネル
[ デジタル523]

■毎週金曜日 19 時入れ替え

■放送時間 6:30  8:30 12:30

 19:00 21:00 23:00

よろこび
春
かすが

日　柊
しゅうすけ

輔くん　　　　　南割

清
きよあき

明・晶
しょうこ

子さん

河
こうの

野　昌
まさひと

仁くん　　　　　南割

啓
けいいち

一・友
ともみ

美さん

吉
よしざわ

澤　弘
こうたろう

太朗くん　　　　中越

俊
としあき

朗・麻
ま み

美さん

大
おおしま

嶋　興
こうへい

平くん　　　　　町３
くにちか

親・菜
な つ こ

摘子さん

小
こ た ぎ り

田切　絢
あやと

音くん　　　　南割

裕
ひろき

基・麻
ま り

里さん

松
ま つ が え

ヶ枝　晃
こうき

貴くん　　　　町３

貴
たかゆき

行・美
みはる

晴さん

下
しもうら

浦　レ
れ の

乃ちゃん　　　　町２

茂
しげのり

則・利
り つ こ

津子さん

小
おぐち

口　さくらちゃん　　　町３

征
せいごう

剛・麻
あさみ

美さん

宮
みやいり

入　哲
てつや

也くん　　つつじが丘

博
ひろき

喜・喜
よしみ

美さん

後
ごとう

藤　楓
かえで

ちゃん　　　　大田切

渉
わたる

・華
か な

奈さん

大
おおしま

嶋　響
ひびき

くん　　　　　　町３

克
かつのり

典・智
ともみ

美さん

かなしみ
林
はやし

　よ
よ し こ

志子さん　　　　 97 歳

町１　秀
ひでほ

穗さん・母
からき

木　正
まさきよ

清さん　　　　 78 歳

町１　豊
とよあき

秋さん・父

星
ほしの

野　弘
ひろこ

子さん　　　    82 歳

町２　　武
たけし

さん・母

今月の納税 など
国民健康保険税　第６期
後期高齢者医療保険料　第５期
　  納期限・振替日 12/1（月）

水道料・下水道使用料
今月は… 町３, 北割 , 南割
　　　　　　　新田 , 大原

相談日
■心配ごと・行政相談
11/16（日）・12/21（日）
午後１時～３時  場所：なごみ家

■結婚相談
11/26（水）・12/10（水）
  午後６時～８時　場所：デイサービスセンター

11  NOVEMBER
霜 月

事業主のみなさん 11 月は
労働保険適用促進強化期間です

　労働保険は「労災保険」と「雇

用保険」の総称です。社員、パー

ト、アルバイトを問わず、労働

者を１人でも雇用している事業

主は、労働保険に加入すること

が義務付けられています。まだ

加入手続きを行っていない事業

主の方は、今すぐ手続きを行っ

てください。お問い合わせ、ご

相談もお気軽に下記まで。

問伊那労働基準監督署
 ☎７２－６１８１

伊那公共職業安定所　　　　

☎７３－８６０９

参加者募集！
冬季体力づくりクラブ

　小学校伝統の「冬季体力づく

りクラブ」参加者を募集中です。

■活動期間　12月１日～３月１日

■参加対象　宮田小３～６年生

■活動内容　週４回（３・４年

　生は週２回）、始業前の７時

　35分～８時 10 分まで陸上ト

　レーニングを中心に行う

■会費　５・６年生　3,000 円

　　　　３・４年生　2,000 円

※申し込みなど詳しくは下記へ

問冬季体力づくりクラブ代表 芦部
☎０９０－４７３１－１５６１

■内容

　信州大学医学部小児科医師に

　よる子ども医療相談や、くす

　田博士による実験パフォーマ

　ンス「生きるってすごい！」

　など。入場無料。

※詳しい内容や時間はお問い合

　わせください。

問信州大学医学部小児環境保健
　疫学研究センター

☎０２６３－３７－３１７９

12 月１日～ 31 日
年末の全国交通安全運動

信濃路は ゆとりと笑顔と

　　ゆずりあい（スローガン）

■運動の基本と重点

　①通学路・生活道路の安全確保

　　と歩行者保護の徹底

　②夕暮れ時と夜間の事故防止

　③飲酒運転の根絶

　④全座席シートベルトとチャイ

　　ルドシートの正しい着用徹底

問伊南交通安全協会宮田支会（議会事務局内）
 ☎８５－３１８１
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くらしの情報 INFORMATION

意見を募集
宮田村地域防災計画

　修正中の「宮田村地域防災計

画」に対し、ご意見をいただく

ためのパブリックコメントを実

施しています。

■期間

　11月 24 日（月）まで

■計画案の公開場所

　役場、村民会館、老人福祉セ

　ンターと、宮田村公式ホーム

　ページ

■意見の提出方法　

　書面、ファクス、電子メール

　などで下記へ

問総務課 総務係
☎８５－３１８１
FAX８５－４７２５

悩んでませんか？ 借金トラブル
多重債務者 無料相談会

■日時　12月 10 日（水）

　　　　午前 10時～午後５時

■会場　飯田消費生活センター

※予約が必要です。11月 25 日

　～ 12 月９日までの間（土・

　日曜日を除く午前８時 30分

　～午後５時）に下記まで

問飯田消費生活センター
☎０２６５－２４－８０５８

再就職のための
看護職 就職プレ相談会

■日時　12月１日（月）

　　　　午後１時 30分～４時

■会場　ハローワーク伊那

※予約が必要です。予約、詳細

　のお問い合わせは下記まで。

問長野県看護協会
☎０２６３－３５－００６７

司法書士による
養育費なんでも電話相談室

■日時　12月６日（土）

　　　　午前 10時～午後５時

■相談電話番号

　０１２０－４４８－７８８

※相談は無料、秘密は厳守します

問県青年司法書士協議会
☎０２６３－８５－３２６８

ごみのポイ捨て
絶対にやめましょう！

　ごみのポイ捨てに対する苦情

が多く寄せられています。ごみ

の不法投棄は法律で禁止されて

いて、違反した場合は 5 年以

下の懲役もしくは１千万円以下

の罰金、またはその両方が科せ

られます。

　不法投棄は、自然環境の保全

に影響を与え、周辺住民の生活

にも悪影響を及ぼします。空き

缶や飲食した後の容器や袋な

ど、外出先で出たごみは、家に

持ち帰り適切な処理をするよう

にしましょう。

問住民課 住民係
 ☎８５－３１８３

縦覧します
都市計画ごみ焼却場決定案

　上伊那広域連合が進める新ご

み中間処理施設建設（伊那市富

県地籍）に伴い決定する都市計

画案の縦覧と意見書の提出を受

け付けます。

■期間

　11月 17 日（月）

　　～ 12月２日（火）

　午前８時 30分～午後５時 15 分

　※土・日曜、祝日除く

■縦覧場所

　宮田村役場建設課の窓口

■意見書の提出

　縦覧窓口にある用紙に記入し

て縦覧期間中に提出

問建設課 建設係
☎８５－５８６３

加入しよう！
南信交通災害共済

　南信地域の町村が運営する交

通災害共済です。万が一、国内

の道路上で交通事故に遭い、ケ

ガをされた場合などに見舞金を

お支払いする制度です。

■掛金

　年間 350 円

■おもな見舞金

・ケガの場合

　事故の日から１年間にかかった

　入院（２日以上）

　　１日目から日額 2,000 円

　通院（３日以上）

　　１日目から日額 500 円

　に、基礎見舞金２万円を加え

　た額（20万円限度）を支給

・死亡の場合

　120 万円（自転車自損事故は

　60万円）

※申し込み方法や詳しい内容は

　下記まで

問議会事務局（交通災害共済担当）
☎８５－３１８１

エコチル信州
秋のエコチルフェスティバル

　子どもの健康と環境を考え、

妊娠や出産、育児をサポートす

るイベントです。。

■日時　11 月 22 日（土）

　　　　午前 10時～

■会場　いなっせ（伊那市）
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広報 MIYADA 8

 なごみ家ごよみ

▼陶芸の日 12/12（金）午後 1:30 ～

▼ 辰野恒雄先生の子育てママサロン 12/12（金）午前 10:00 ～

▼おやき作り
11/27（木）午前 10:00 ～
※前日までに申し込みを

☎85-2922　開館：月～土曜　午前 9時～午後 5時

▼手芸の日 11/19（水）午前 9:30 ～

▼童謡の会 11/26（水）午後 1:30 ～

▼ 短歌「あさがおの会」12/ 1（月）午後 1:30 ～

▼頭と体の軽体操 12/ 2（火）午後 1:30 ～

 高齢者の教室

▼高齢者閉じこもり予防教室
　11/19（水）・12/3（水）・12/10（水） 午前 9:30～

▼高齢者個別リハビリ教室
　11/27（木）・12/11（木） 午後 1:30 ～

▼高齢者権利擁護相談 随時受付

▼家族介護者リフレッシュの会
　11/26（水）・12/10（水） 午前 10:00 ～

※心身の疲れを開放し癒しましょう！ぜひご参加を！

▼認知症介護者語らいの会 12/4（木）午前 9:30 ～
　　※認知症介護のことを語りましょう！

 介護者の教室会場：老人福祉センター 会場：老人福祉センター

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
要
注
意
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

 

●
実
は
怖
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
風
邪
は
、
の
ど
の

痛
み
や
咳
な
ど
よ
く
似
た
症
状
が
あ
り
ま

す
が
、
風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
症

状
も
流
行
の
時
期
も
違
い
ま
す
。

インフルエンザ 風邪

経過
急に高熱が出
る。

ゆっくりと熱が
出てくる。

症状

38 度以上の高
熱、悪寒、倦怠
感、筋肉痛など
の症状が伴う。
せき、鼻水、の
どの痛みなどの
症状が続く。

主にせきや鼻
水、のどの痛み
などの症状が現
れる。また、発
熱を伴うことが
ある。

合併症
肺炎や脳炎な
ど。

発症は比較的ま
れ。

感染力
人から人へ急速
に広がり、感染
力は強い。

ゆっくりと広が
ることが多く、
感染力は弱い。

インフルエンザと風邪の違い

染
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
た
め
に

は
こ
の
よ
う
な
感
染
経
路
を
断
つ
こ
と
が

重
要
で
す
。

 

●
感
染
経
路
は
飛
沫
感
染
と
接
触
感

感
染
者
の
く
し
ゃ
み
や
咳
と
一
緒
に

ウ
イ
ル
ス
が
飛
ぶ

別
の
人
が
そ
れ
を

吸
い
込
む

飛
沫
感
染

感
染
者
が

く
し
ゃ
み
や
咳
を
す
る

そ
の
手
で
様
々
な
も
の
を
さ
わ
る

同
じ
場
所
を
別
の
人
が
触
る

込
む

接
触
感
染

緒
に

 

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
身
を
守
ろ
う

①
手
洗
い

正
し
い
順
序
と
方
法
で
念
入
り
に
手
を

洗
い
ま
し
ょ
う
。
殺
菌
作
用
の
あ
る
石

鹸
が
効
果
的
で
す
。

②
健
康
管
理

普
段
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
と
十

分
な
休
養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
無
用
な

外
出
や
人
ご
み
は
さ
け
ま
し
ょ
う
。

③
予
防
接
種

予
防
接
種
を
受
け
る
と
平
均
５
ヵ
月
程

度
予
防
の
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
早
め
に
予
防
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

④
湿
度
を
適
切
に
保
つ

ウ
イ
ル
ス
は
湿
度
に
弱
い
で
す
。
適
度

に
湿
度
を
保
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
な
と
思
っ
た
ら

①
早
め
に
医
療
機
関
へ

も
し
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
が
で
た

ら
、
た
だ
ち
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

②
安
静

睡
眠
を
十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う

③
水
分
補
給

脱
水
を
防
ぐ
た
め
こ
ま
め
に
水
分
補
給

を
し
ま
し
ょ
う

④
し
っ
か
り
と
薬
を
使
う

症
状
が
軽
く
な
っ
て
も
処
方
さ
れ
た
分

の
薬
は
使
い
き
り
ま
し
ょ
う
。
症
状
が

軽
く
な
っ
て
も
排
菌
は
さ
れ
て
い
る
た

め
注
意
が
必
要
で
す
。

問
福
祉
課
保
健
予
防
係
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

 
☎
８
５
‐
４
１
２
８

手
の
洗
い
方

１ 

石
鹸
を
泡
立
て

　 

手
の
ひ
ら
を

　 

よ
く
こ
す
る

２ 

手
の
甲
を

　 

伸
ば
す
よ
う
に

　 

こ
す
る

３ 

指
先
・
爪
の
間

を
よ
く
洗
う

４ 

指
の
間
を
　
　

十
分
に
洗
う

５ 

親
指
と
手
の
ひ
ら
を

　 

ね
じ
り
洗
い
す
る

６ 

手
首
も
忘
れ
ず
に
洗
う

７ 

最
後
に
石
鹸
を
洗
い
流
し
、
清
潔
な
タ

オ
ル
で
ふ
き
取
っ
て
手
を
乾
か
す

１
ら
を３

４

２

清
潔
な

６ ５
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Health ＆Welfare

保健ごよみ 11/16 ～ 12/15

11/16

11/23

11/24

11/30

12/ 7

12/14

高山内科クリニック（内・循） 駒：82-6690

早田医院（内・小） 駒：82-2030

須田医院（内） 駒：81-5050

こまちや東内科クリニック（内・小） 駒：81-7780

下平けやき診療所（内・小） 駒：81-6303

木下医院（内・小） 駒：82-3712

緊急当番医 宮=宮田村　駒=駒ヶ根市

■母と子　健診・相談など
４か月児健診 指定の時間

12/ 4（木） 対象：H26 年 8月生まれ
10 か月児健診 指定の時間

12/ 4（木） 対象：H26 年 2月生まれ
１歳半児健診 指定の時間

12/ 4（木） 対象：H25 年 6月生まれ
７か月育児相談 午前 9:15
11/18（火） 対象：H26 年４月生まれ
12/  9（火） 対象：H26 年５月生まれ
３歳児健診 指定の時間

11/28（金） 対象：H23 年 10 ～ 12 月生まれ
うぶごえ講座 午前 9:30 
12/ 9（火） 対象：妊娠中の方・家族
相談日（母乳・子育て・離乳食・ママの部屋）

午前 9:00 対象：どなたでも
11/27（木） 12/11（木）（母乳・子育て相談は要予約）

■成人　健診・相談など
健康相談日 午前 9:00
11/27（木）、12/11（木）
対象：どなたでも（予約制）

※指定のあるものを除き

 会場はすべて老人福祉センターです

■毎月 19日は「食育の日」

みんなで やろう だいじなひとづくり

H26年度の目標「朝食ではじまる元気な一日」

■宮田村健康増進のテーマ
村民だれもが健康で暮らし続けるために
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あ
ず
ま
家
と
あ
ず
ま
家
河
原
町
を
運
営

て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

10
月
4
日
に

は
宮
田
小
学
校

の
運
動
会
を
見

学
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
大
き
な

声
援
と
、
子
ど

も
達
の
頑
張
る

姿
を
近
く
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
方
々
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
あ
ず
ま
家
　
　
　
☎
８
５
‐
１
０
１
５

　
あ
ず
ま
家
河
原
町
☎
９
６
‐
７
１
３
０

宅
幼
老
所

地
域
密
着
型

 

サ
ー
ビ
ス

親
愛
の
里

 

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

 

夢
工
房

有
限
会
社
わ
が
家

10
周
年
を
迎
え
ま
し
た

し
て
い
る
有
限
会
社
わ
が
家
は
、
平
成
26

年
９
月
１
日
を
も
ち
ま
し
て
10
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
９
月
７
日
に
は
「
あ
り
が
と

う
♪
祝
♪
わ
が
家
10
周
年
」
と
題
し
て
、

感
謝
祭
を
オ
ヒ
サ
マ
の
森
で
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
利
用
者
さ
ま
、
地
域
の
皆
さ
ま

に
身
近
に
感
じ
て
頂
け
る
よ
う
な
場
所
作

り
や
サ
ー
ビ
ス
を
、
こ
れ
ら
も
提
供
さ
せ

冬
も
本
番
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
忙
し
い
時
期

を
迎
え
て
い
き
ま
す
。

親
愛
の
里
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
で
は
、
併
設

の
「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
あ
り
が
と
う
」
で
、

毎
年
恒
例
の
『
ク
リ
ス
マ
ス
感
謝
祭
』
を

12
月
19
日
・
20
日
に
行
い
ま
す
。
ひ
と
月

ほ
ど
先
の
話
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
一
同
来

て
い
た
だ
く
皆
さ
ま
が
楽
し
め
る
よ
う
に

問
親
愛
の
里 

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

 

☎
８
５
‐
５
８
０
８

　
親
愛
の
里 

夢
工
房

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
８
５
‐
６
４
６
４

12
月
に
「
喫
茶
あ
り
が
と
う
」
で

ク
リ
ス
マ
ス
感
謝
祭
を
行
い
ま
す

さ
い
。

と
、
す
で
に
準

備
を
始
め
て
い

ま
す
。

今
年
も
限
定

の
ラ
ン
チ
や
デ

ザ
ー
ト
等
を
用

意
し
て
お
り
ま

す
。
自
主
製
品

の
販
売
も
行
い

ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ

問福祉課保健予防係
　（老人福祉センター） ☎８５‐４１２８

応募方法などの詳細
はお問い合わせくだ
さい。

食育推進の店
随時募集中！
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むらの話題と出来事

広報 MIYADA 10

秋晴れの空の下、宮田高原から伊勢滝をめざすウォーキング
イベント。色づいた林道を歩いて楽しみました。伊勢滝に到
着後は参加者に豚汁がふるまわれました。

紅
 伊勢滝ウォーキング　10 月 25 日

葉ときれいな水と空気を堪能

ポンプ車や小型ポンプの操作、装備品の取り
扱い方法など消防署員の方より講習を受けま
した。また、救護団員が講師となり三角巾の
使用方法や毛布を使った車両救出訓練などを
行いました。訓練を通じて、団員一人ひとり
の技術向上を図りました。

火
　　　　消防団秋季訓練　10月 26 日

災に備えて技術向上を

収穫されたブドウを破砕機に投入して仕込が開始されま
した。紫輝 2014 の解禁は 12 月６日。楽しみですね！

美
　　　　　　　　 紫輝 2014 仕込み式  10 月８日

味しいワイン 完成に期待！

響
　　　    中学校音楽会  10 月 15 日

き渡る 美しいハーモニー
素晴らしい合唱が体育館いっぱいに響き渡
りました。最後の音楽会となる３年生の学
年合唱“大地讃頌”は圧巻でした！
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TOPICS  むらの話題と出来事
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書道のほかにもピアノ
を習っているという池上
さん。でも人前で発表す
るのは苦手で、休み時間
に友達と一緒に弾くのが
楽しいそうです。

Interview
全国書道展で特別賞

       池上 実里 さん

「
町
二
塾
西
駒
書
道
会
」
に
通
う
池
上
実
里
さ
ん
（
宮
田
中
２
年
・

町
３
）
が
、
岐
阜
女
子
大
学
主
催
の
第
13
回
全
国
書
道
展
で
、
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
１
万
２
５
１
６
点
の
作
品
の
中
か
ら
４
点
の
み
の
選

出
と
な
る
、
特
別
賞
の
長
野
県
教
育
委
員
会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
数
々
の
書
道
展
な
ど
で
受
賞
経
験
の
あ
る
池
上
さ
ん
で

す
が
、
今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
改
め
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

先
生
か
ら
の
指
導
を
受
け
て
、
さ
ら
に
繰
り

返
し
何
度
も
書
い
た
こ
と
で
、
最
後
に
い
い

字
が
書
け
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
全
国
書
道
展
は
規
模
と
し
て
も
大

き
な
も
の
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
受
賞
は
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
来
年
度
は
受
験
生
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
書
道
を
続
け
る
か
は

ま
だ
決
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
年
度
い
っ
ぱ

い
は
書
道
を
続
け
て
、
書
道
展
の
一
番
上
の

賞
が
取
れ
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
で
す
。

私
が
書
道
を
始
め
た
の
は
小
学
校
２
年
生
の
と
き
で
、
兄
や
姉
が

書
道
を
習
っ
て
い
た
影
響
で
私
も
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

字
を
書
く
と
き
は
、
ま
ず
ど
ん
な
字
を
書
く
か
を
決
め
て
、
お
手

本
を
参
考
に
何
度
も
繰
り
返
し
書
き
ま
す
。
い
つ
も
字
の
重
心
が
わ

か
る
よ
う
に
書
く
な
ど
の
基
本
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
今
回
は
字

に
勢
い
を
つ
け
て
〝
早
く
見
せ
る
〞
部
分
を
意
識
し
て
書
き
ま
し
た
。

書
き
込
ん
で 

さ
ら
に
上
の
賞
を
目
指
し
た
い

元
　　　　　　　　　小学校音楽会  10 月 31 日

気な歌声 体育館に響く
今年も元気な歌声が響き渡りました。この日のために
一生懸命練習してきたことを感じさせてくれました。

村民会館と体育センターで行われました。ステージ発表や作品展
示で日頃の活動の成果を披露。大勢の観客で賑わいました。

芸
　　　　　　　　　　　　宮田村文化祭　11 月 1 日・2日

術の秋 様々な展示と発表で賑わう
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不
凍
栓
で
水
抜
き
を

　
蛇
口
や
水
道
管
に
残
っ
た

水
が
夜
間
に
凍
結
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
お
や
す
み
前

に
、
不
凍
栓
を
閉
め
て
蛇
口

を
開
き
水
抜
き
し
ま
し
ょ

う
。
特
に
外
水
道
や
散
水
栓
は
、
冬
の

間
必
ず
不
凍
栓
を
閉
め
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
長
期
に
家
を
留
守
に
す
る

場
合
も
不
凍
栓
で
水
抜
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

凍
結
防
止
帯
で
よ
り
安
全

　
蛇
口
や
立
ち
上
が
り
部
分
の
特
に
凍

り
や
す
い
場
所
に
は
、
凍
結
防
止
帯
を

巻
き
ま
し
ょ
う
。
気
温
の
変
化
に
よ
り

自
動
的
に
保
温
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
電
熱

式
凍
結
防
止
帯
は
、
よ
り
効
果
的
で
安

心
で
す
。
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
電
気
の
コ
ン
セ
ン
ト
が
入
っ
て
い

る
か
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
に
も
凍
結
対
策
を

　
水
道
メ
ー
タ
ー
も
凍
結
に
よ
っ
て

破
裂
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
保
温
材
と
し

て
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
ボ
ロ
布
な
ど

村内の指定給水装置工事事業者

☎ 85-3529

☎ 85-2364

☎ 85-3263

☎ 85-2471

☎ 85-4375

☎ 85-3996

☎ 85-3518

 ㈲吉沢水道設備

 ㈲タナカ設備

 黒河内建設㈱

 ㈱南田建設

 カトー㈱

 アルファー

 ㈲ヒラサワ建設

を
濡
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

れ
て
保
護
し
、
凍
結
し
な
い
よ
う
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
も
し
も
蛇
口
付
近
が
凍
結
し
て
し

ま
っ
た
と
き
は
、
凍
結
部
分
に
タ
オ
ル

や
布
を
巻
い
て
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く

り
か
け
て
解
か
し
て
く
だ
さ
い
。
万
が

一
、
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
と
き
に
は
、

不
凍
栓
を
閉
め
て
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
（
上
表
）
に
修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

問
建
設
課 

上
下
水
道
係

　
　
　
　
　
　
☎
８
５
‐
５
８
６
２

不
凍
栓
で
水
抜
き
を

蛇
口
や
水
道
管
に
残
っ
た

水
が
夜
間
に
凍
結
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
お
や
す
み
前

森
林
を
取
得
し
た
時
に
は

　
　
　
　
届
出
が
必
要
で
す

　
売
買
契
約
や
相
続
、
贈
与
、
法
人
の
合
併
な
ど
に
よ
り
、
森

林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た
場
合
に
は
、
個
人
か
法
人
か
に

よ
ら
ず
、
森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
面
積
の
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
面
積
が
小
さ
く
て
も
届

出
の
対
象
と
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課 

耕
地
林
務
係

　
☎
８
５
‐
５
８
６
３

　村では美しい景観を守り、次

世代へ引き継ぐための景観計画

策定に取り組んでいます。

　10 月 20 日に行われた第１回

目の「宮田村の景観を考える会」

では、村の景観の魅力や宮田ら

しさの発掘を行っていくことを確認し、アドバイザーで早稲田

大学教授の佐々木葉さんらが行った、村内現地調査の報告を受

けました。考える会のメンバーからは「水田の風景は魅力的だ

が今後も維持が可能なのか」、「昔のものを大事にしすぎると閉

鎖的になる」などの感想や、「歴史を感じる建物は残していき

たい」、「親しみの持てる川がほしい」といった意見が出されま

した。

　今後、景観に対する村全体の意識化を図るにはどうしたらよ

いかなど、村のみなさまの意見をお聞きしながら景観計画策定

に向け取り組んでいきます。

　　　問建設課 建設係　☎８５－５８６３

第１回「宮田村の景観を考える会」開催

寒
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た

水
道
も
冬
支
度
を
し
ま
し
ょ
う
！

おしらせINFORMATION

広報 MIYADA 12
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信州みやだワイン

つ
丁
寧
に
収
穫
し
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
を
本
坊
酒

造
に
持
っ
て
い
き
、
次
は
仕
込

み
体
験
で
す
。
コ
ン
テ
ナ
に

入
っ
た
ヤ
マ
ソ
ー
ビ
ニ
オ
ン
を

一
人
ず
つ
破
砕
機
に
投
入
し
ま

し
た
。
施
設
内
に
は
「
紫
輝
」

を
仕
込
む
タ
ン
ク
が
４
つ
あ

り
、
先
に
仕
込
み
を
開
始
し
た

タ
ン
ク
内
を
櫂
棒
を
使
っ
て
か

き
混
ぜ
る
体
験
も
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
に
仕
込
ん
だ
ワ
イ
ン

は
12
月
６
日
の
「
ワ
イ
ン
ま
つ

り
」
で
お
披
露
目
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
ワ
イ
ン
の
出
来
上
が
り

が
楽
し
み
で
す
ね
。

　
10
月
11
日
に
ワ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第

7
回
目
の
今
回
は
、
ベ
ー
シ
ッ

ク
コ
ー
ス
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

コ
ー
ス
合
同
で
「
紫
輝
」
の
原

料
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
・
ヤ
マ
ソ
ー
ビ

ニ
オ
ン
の
収
穫
と
ワ
イ
ン
の
仕

込
み
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
収
穫
体
験
で
は
、
や
ま
ぶ
ど

う
栽
培
組
合
会
長
か
ら
収
穫
の

指
導
を
受
け
、
作
業
を
開
始
し

ま
し
た
。
今
年
は
８
月
の
長
雨

と
日
照
不
足
で
成
長
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
病
気
が
少
な
く

作
柄
も
良
く
、
こ
こ
数
日
で
糖

度
も
平
年
並
み
近
く
ま
で
上

が
っ
た
ブ
ド
ウ
を
ひ
と
つ
ひ
と

ワインカレンダー VOL. 82

宮田村では数少ない古墳「三つ塚古墳」

　小田切川の右岸段丘上、駒ヶ原霊園のすぐ西側に３つの

小高い土盛り（マウンド）が見られます。これらは、「三

つ塚古墳」と呼ばれ、今から 1,500 年以上前の有力者のお

墓（古墳）です。村内の古墳は元々数が少なく、現存する

古墳としては唯一のものです。

　これらの古墳は、過去に発掘調査が行われています。そ

の際、古墳の周囲を巡る溝や棺の痕跡内から、鉄製の鏃（や

シリーズ村の文化財 ⑦

問教育委員会 生涯学習係 ☎８５－２３１４

じり）や刀、土師器や須恵器といった多くの遺物が出土しました。これらの遺物の様相から、三つ

塚古墳は５世紀末～６世紀初頭の築造と見られています。上伊那地方では古手に位置付けられ、地

域史の上でも貴重な古墳と言えます。

問
宮
田
村
公
民
館

 

☎
８
５
‐
２
３
１
４

ワインセミナー
収穫・仕込み体験

長
野
県
町
村
議
会
議
長
表
彰

com
m
end
a
tion

　
地
方
自
治
の
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
町
村
議

会
議
員
へ
贈
ら
れ
る
、
平
成
26
年
度
県
町
村
議

会
議
長
表
彰
の
表
彰
式
が
10
月
28
日
、
長
野
県

町
村
議
会
議
長
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
宮
田
村
か
ら
は
、
平
成
16
年
４
月
３
日
就
任

の
田
中
一
男
さ
ん
、
清
水
正
康
さ
ん
、
春
日
元

さ
ん
、
加
藤
恭
一
さ
ん
、
赤
羽
正
さ
ん
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

上段左から：赤羽議員、

春日議員、田中議員

下段左から：加藤議員、

清水議員



広報 MIYADA 14

m
iy
a
d
a
 v
illa
g
e

広報広報広報MIMIM YAYAYADADADA 1414

み
ん
な 

で 

つ
く
ろ
う
！

　      
宮
田
村
む
ら
づ
く
り
基
本
条
例

No. ４
発行：むらづくり
基本条例策定委員会
平成 26年 11 月

11
月
１
日
（
土
）
午
後
５
時
〜

　
む
ら
づ
く
り
基
本
条
例
に
ど
の
よ

う
な
項
目
を
載
せ
た
ら
い
い
の
か
、

前
回
の
委
員
会
以
降
に
住
民
、行
政
、

議
会
部
会
が
そ
れ
ぞ
れ
協
議
し
て
き

た
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

各部会の代表が集まった
第３回 策定委員会

  

住
民
・
議
会
・
行
政
部
会

　
し
ま
す
。

●
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握

・
積
極
的
に
地
域
に
出
向
き
意
見
や

　
要
望
の
聴
取
に
努
め
ま
す
。

●
職
員
の
人
材
育
成
と
能
力
向
上

・
信
頼
さ
れ
る
職
員
と
な
る
よ
う
人

　
材
育
成
を
行
い
ま
す
。

住
民
部
会

●
住
民
主
役
の
む
ら
づ
く
り

・
行
政
主
導
で
な
く
村
民
が
考
え
る

　
村
。

●
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

・
隣
人
の
顔
が
見
え
る
環
境
、
お
互

　
い
に
声
を
掛
け
合
い
ま
す
。

●
行
政
区
へ
の
加
入
促
進

・
行
政
区
へ
の
加
入
を
促
進
し
ま
す
。

議
会
部
会

●
議
会
の
役
割

・
住
民
の
代
表
と
し
て
行
政
を
監
視

　
す
る
と
共
に
政
策
を
提
言
し
ま

す
。

●
資
料
の
公
開

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し

　
て
議
事
録
を
公
表
し
ま
す
。

●
個
別
議
員
の
賛
否
公
開

・
個
々
の
議
員
の
議
案
へ
の
賛
否
な

　
ど
を
積
極
的
に
公
開
し
ま
す
。

　
今
回
出
さ
れ
た
全
て
の
項
目
を
、

各
部
会
へ
持
ち
帰
り
、
条
例
へ
盛
込

む
べ
き
か
の
検
討
を
行
っ
て
く
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
今
後
の
策
定
委
員

会
で
住
民
、
議
会
、
行
政
の
３
者
が

意
見
交
換
を
し
て
条
例
の
項
目
を
決

定
し
て
い
き
ま
す
。

　
出
さ
れ
た
全
て
の
項
目
は
、
役
場

玄
関
ホ
ー
ル
の
む
ら
づ
く
り
コ
ー

ナ
ー
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
の
で
メ
ー
ル
や
提
言
箱
な
ど
で
ご

意
見
を
く
だ
さ
い
。

問
み
ら
い
創
造
課

　
　
　
　
　
　
☎
８
５
‐
３
１
８
１

 

条
例
に
載
せ
た
い
項
目
を
持
ち
寄
り
協
議

第
３
回 

策
定
委
員
会
　

役場入り口のロビーに設置されている
「むらづくりコーナー」

　
各
部
会
と
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
開
催
し
、
そ
の
中
で
出
さ
れ
た

意
見
を
ま
と
め
な
が
ら
、
条
例
に
載

せ
た
い
項
目
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
３
部
会
で
約
１
４
０
項
目
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
３
部
会
に
共
通
す

る
項
目
を
確
認
し
た
後
、
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

各
部
会
か
ら
出
さ
れ
た

　 

条
例
に
載
せ
た
い
項
目
の
一
例

　
　
　
●
＝
条
例
に
載
せ
た
い
項
目

　
　
　
・
＝
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
出

　
　
　
　
　
さ
れ
た
基
に
な
っ
た
意
見

行
政
部
会

●
積
極
的
な
情
報
発
信

・
村
は
行
政
情
報
を
積
極
的
に
提
供

広報 MIYADA 14
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　「
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
み
た
い
」

そ
ん
な
想
い
で
集
ま
っ
た
仲
間
達

で
す
。
14
年
前
に
発
足
し
、
瀧
澤

知
恵
子
先
生
に
御
指
導
し
て
い
た

だ
き
、
音
楽
の
基
礎
、
そ
し
て
、

楽
し
さ
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
年

を
重
ね
て
き
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。

分
野
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
だ
け
で
は
な

く
、
弾
い
て
み
た
い
曲
を
自
分
の

ペ
ー
ス
で
無
理
な
く
、
自
由
に
挑

戦
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
、
１
年
に

１
度
、
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
な

が
ら
、
皆
の
前
で
自
分
の
得
意
な

曲
を
発
表
で
き
る
機
会
が
あ
り
ま

す
。

　
誰
で
も
ピ
ア
ニ
ス
ト
…
。
全
く

ピ
ア
ノ
を
知
ら
な
い
人
が
、
楽
し

み
な
が
ら
始
め
ら
れ
る
、
そ
ん
な

グ
ル
ー
プ
で
す
。も
し
か
し
た
ら
、

青
春
時
代
に
無
く
し
た
「
夢
の
か

け
ら
」、
一
緒
に
探
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
毎
月
、
第
２
、
第
４
木
曜

日
の
午
前
中
、
村
民
会
館
の
学
習

室
で
弾
い
て
い
ま
す
。
男
女
年
齢

を
問
い
ま
せ
ん
。
見
学
に
来
て
み

ま
せ
ん
か
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
次
回
＝
河
原
町
リ
バ
ー
ズ
）

▲本陣で説明を聞く参加者

保
育
園
の
運
動
会
の
に
ぎ
わ
い
を
漬
菜
ま
き
つ
つ
畑
で
聞
き
居
り

丸
山
　
鎭
子
（
新
田
）

猛
暑
去
り
散
歩
の
季
節
と
今
日
も
行
く
寄
せ
く
る
老
い
を
押
し
も
ど
さ
む
と 

新
谷

　
秀
子
（
中
越
）

群
雀
稲
田
に
さ
っ
と
沈
み
な
り 

浦
野

　
和
子
（
南
割
）

時
雨
去
り
木
々
葉
お
と
し
て
秋
の
暮 

 

矢
沢

　
一
子
（
町
３
）

蜩
を
聴
く
夕
暮
や
庭
の
内 

小
田
切
藤
彦
（
北
割
）

何
処
か
ら
か
少
年
の
群
れ
秋
夕
焼 

酒
井
な
づ
な
（
町
１
）

ぱ
っ
た
り
と
風
の
止
ま
っ
て
法
師
蝉 

本
田
　
幸
達
（
北
割
）

グループ
活動めぐり
（50）

ふ
る
さ
と
発
見
講
座

▲練習の様子

シ
ョ
パ
ン

 

松
田
啓
子

　
８
月
30
日
、
第
２
回
ふ
る
さ
と
発

見
講
座
が
本
陣
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
陣
で
は
、
移
築
当
時
か
ら
村
民
の

支
援
に
よ
り
、
今
日
ま
で
保
存
さ
れ

て
き
た
こ
と
、
ま
た
、
建
物
の
特
徴

や
見
ど
こ
ろ
な
ど
の
説
明
を
聞
い
た

後
、
屋
根
に
登
り
、
修
復
中
の
屋
根

板
の
吹
き
替
え
の
体
験
を
行
い
ま
し

た
。

　
第
３
回
は
、
９
月
27
日
、
文
化
会

館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
写
真
や
土
器

類
を
見
て
、
６
５
０
０
年
前
の
中
越

遺
跡
の
巨
大
集
落
な
ど
に
つ
い
て
、

見
聞
を
深
め
ま
し
た
。
中
越
遺
跡
の

遺
構
や
遺
物
の
特
徴
を
小
池
勝
典
学

芸
員
か
ら
聞
き
、
写
真
や
土
器
類
を

目
の
前
に
し
て
、
東
西
７
０
０
メ
ー

ト
ル
・
南
北
５
０
０
メ
ー
ト
ル
、
住

居
址
４
０
０
軒
と
大
規
模
で
全
国
的

に
も
価
値
の
あ
る
中
越
遺
跡
を
改
め

て
見
直
す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。

▲土器に見入る参加者

第
18
回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
会

  

９
月
15
日
、
18
回
目
を
迎
え
た
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
会
が
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

駒
ヶ
根
市
や
飯
島
町
か
ら
の
参
加
者

も
加
え
、
30
人
近
い
皆
さ
ん
で
交
流

を
深
め
合
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

初
心
者
は
ラ
ケ
ッ
ト
の
使
い
方
な
ど

教
わ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
最
後

に
は
試
合
形
式
で
思
い
切
り
シ
ャ
ト

ル
を
打
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。

▲交流会に集まった面々

落
語
を
聞
く
会

女
性
学
級
・
宮
田
学
級

　
９
月
10
日
、
両
学
級
で
は
、
す
わ

こ
八
福
神
さ
ん
（
諏
訪
市
）
を
お
迎

え
し
、
落
語
を
聞
い
て
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
持
ち
ま
し
た
。
男
女
の
頭
脳

の
違
い
を
有
効
に
生
か
す
こ
と
の
重

要
性
や
教
員
の
不
祥
事
は
教
員
の
校

内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

が
原
因
な
ど
と
、
世
情
を
痛
快
に
切

る
お
話
に
会
場
に
終
始
拍
手
と
ど
よ

め
き
が
起
き
ま
し
た
。

▲落語に聞き入る学級生
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で
し
た
。

　
こ
の
年
が
６
キ
ロ
、
翌
年
５
キ

ロ
、
こ
こ
か
ら
は
夫
婦
で
走
る
よ
う

に
な
り
、
ハ
ー
フ
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

と
距
離
が
伸
び
ま
し
た
。
タ
イ
ム
も

大
事
で
す
が
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出

る
こ
と
を
兼
ね
て
の
旅
行
、「
旅
ラ

ン
」
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
大
会

に
出
る
と
、
欲
が
出
る
も
の
で
、
自

己
ベ
ス
ト
更
新
に
向
け
て
、
日
々
走

る
の
で
す
が
、
体
は
正
直
で
、
練
習

が
足
り
な
い
と
、
距
離
は
同
じ
で
す

が
、
長
く
感
じ
ま
す
。
何
事
に
お
い

て
も
、
日
々
の
練
習
（
勉
強
？
）
努

力
が
大
切
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
は
、

駒
ヶ
根
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
向
け
、

「
広
報
み
や
だ
」
が
出
る
頃
は
、
千

葉
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
を
走
っ

て
来
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
無

理
せ
ず
に
走
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　（
次
回
＝
竹
内
智
子
さ
ん
）

案  

内

リレー随想
（399）

走
っ
て
お
り
ま
す

北
澤
　
勤(

大
久
保
）

　
走
り
始
め
て
４
年
が
経
ち
ま
し

た
。
初
め
は
、
２
０
１
１
年
駒
ヶ
根

高
原
マ
ラ
ソ
ン
に
出
る
事
が
き
っ
か

け
で
し
た
。勤
め
先
の
後
輩
か
ら「
マ

ラ
ソ
ン
に
出
ま
し
ょ
う
よ
」
と
誘
わ

れ
、
そ
そ
の
か
さ
れ
、
軽
い
気
持
ち

で
返
事
を
し
た
の
が
始
ま
り
の
一
歩

◇
本
館
事
業

・
お
や
じ
の
集
い
・
企
業
視
察 

11
月
13
日

・
福
寿
学
級
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

11
月
19
日

・
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
合
同
講
座

 

11
月
21
日

・
ふ
わ
っ
と
テ
ニ
ス
交
流
大
会

 

11
月
23
日

・
し
め
縄
作
り
講
座 

11
月
30
日

・
ふ
わ
っ
と
テ
ニ
ス 

12
月
１
日

・
ワ
イ
ン
祭
り 

12
月
６
日

☆
分
館
事
業

・
し
め
縄
作
り

　
南
割 

12
月
14
日

・
し
め
縄
作
り

　
大
原 

12
月
14
日

・
し
め
縄
作
り

　
北
割 

12
月
20
日

　
10
月
３
日
、
女
性
学
級
は
、「
シ

ル
ク
の
町
と
縄
文
の
国
宝
を
巡
る
」

と
題
し
、
岡
谷
蚕
糸
博
物
館
と
万
冶

の
石
仏
、
尖
石
縄
文
考
古
館
を
見
学

し
ま
し
た
。「
シ
ル
ク
岡
谷
」
の
名

を
世
界
に
轟
か
せ
た
岡
谷
製
糸
場
と

国
宝「
仮
面
の
女
神
」で
有
名
に
な
っ

た
考
古
館
で
研
修
を
深
め
ま
し
た
。

研
修
旅
行
〜
諏
訪
方
面
へ
〜

女
性
学
級

▲繰糸作業に見入る学級生

町
３
区
敬
老
会

第
19
回
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

　
８
月
28
日
、
お
や
じ
の
集
い
は
、

マ
レ
ッ
ト
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
初
心
者
が
多
く
、
思
う
よ
う

に
ボ
ー
ル
が
入
ら
ず
、
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
も
、
教
え
合
い
、
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
一
汗
流

し
た
後
は
、
会
場
を
移
し
て
の
情
報

交
換
会
、
話
題
に
も
事
欠
か
ず
、
大

い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
で
親
睦
を

お
や
じ
の
集
い

▲マレットを通して交流を

　
10
月
26
日
、
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
実

行
委
員
会
主
催
（
紫
芝
規
実
行
委

員
長
）
ゴ
ル
フ
大
会
が
伊
那
エ
ー

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
、

１
１
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
さ
わ

や
か
な
秋
空
の
下
、
ゴ
ル
フ
を
通
し

て
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

優
　
勝 

小
椋
　
幸
博

準
優
勝 

紫
芝
　
　
規

３
　
位 

清
水
　
祐
和

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞 

綾
野
寿
美
枝

シ
ニ
ア
賞 

後
藤
　
昌
巳

レ
デ
ィ
ー
ス
賞 

加
藤
　
弘
子

男
女
共
同
参
画
学
習
会

町
１
区
分
館

　
10
月
８
日
、
町
１
区
の
分
館
で
男

女
共
同
参
画
学
習
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。講
師
の
塩
澤
秀
彦
さ
ん
か
ら「
女

だ
か
ら
」「
男
だ
か
ら
」
の
い
わ
れ

の
な
い
思
い
込
み
か
ら
、
相
手
を
傷

つ
け
て
い
る
事
例
を
学
び
、
正
し
い

考
え
方
を
取
り
入
れ
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
大
切
さ
を
学
び
合
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
ち
ょ
う
ど
皆
既
月
食
で
、

外
に
出
て
赤
い
月
も
仰
ぎ
ま
し
た
。▲まずは頭を柔らかくして

大
田
切
区
敬
老
会

  

９
月
14
日
、
39
人
の
参
加
の
下
、

田
中
達
三
区
長
は
「
激
動
を
乗
り

切
っ
た
皆
様
の
英
知
と
経
験
と
を
大

田
切
の
発
展
に
寄
与
し
て
欲
し
い
」

と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。
宴
会
は
獅
子

舞
保
存
会
・
舞
踊
・
民
謡
・
空
手
な

ど
の
出
し
物
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

▲大田切区敬老会

　
９
月
15
日
、
56
人
の
参
加
の
下
、

新
井
洋
一
区
長
は
「
一
人
の
お
年
寄

り
が
亡
く
な
る
事
は
一
つ
の
図
書
館

が
無
く
な
る
こ
と
」
の
外
国
の
格
言

で
激
励
さ
れ
ま
し
た
。
宴
会
は
祇
園

囃
子
・
祝
賀
舞
・
花
笠
音
頭
な
ど
の

出
し
物
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

▲町３区敬老会
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〈 

新
着
図
書
紹
介 

〉

●
一
般
書

○
阿お

ら
ん
だ
さ
い
か
く

蘭
陀
西
鶴 

(

朝あ

さ

い井
ま
か
て)

○
大た

い
し
ょ
う
正
の
后

き
さ
き 

(

植う
え
ま
つ松
三み

ど

り

十
里)

○
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト 

(

幸こ

う

だ田
　
真ま

い

ん音)

○
Ｒレ

ッ

ド

ｅ
ｄ 

(

島し
ま
も
と本

　
理り

お生)

○
繁は

ん
え
い栄
の
昭し

ょ
う
わ和 

(

筒つ

つ

い井
　
康や

す
た
か隆)

○
妻つ

ま
ご
い
ざ
か
じ
ょ
う
し
こ
う

恋
坂
情
死
行 

(

鳥と

ば羽
　
亮

り
ょ
う)

○
黄よ

み

ざ

か

泉
坂
の
娘

む
す
め

た
ち 

(

仁に

き木
英ひ

で
ゆ
き之
）

○
風か

ざ
は
な
じ
ょ
う

花
帖 

(

葉は

む

ろ室
　
麟り

ん)
○
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
の
瞳

ひ
と
み (

百ひ
ゃ
く
た
な
お
き

田
尚
樹)

○
歌か

ぶ

き

ち

ょ

う

舞
伎
町
ダ
ム
ド 

(

誉ほ

ん

だ田
哲て

つ

や也)

○
物も
の
が
た
り
語
の
お
わ
り 

(

湊み
な
とか
な
え)

 

十
一
月
の
本
棚

宮田村図書館

 ☎ 85-2314
 （村民会館内） 

図
書
館
休
館
日

※
図
書
館
ま
つ
り

　
11
月
29
日(

土)

・
30
日(

日)

　
場
所 : 

図
書
館
（
村
民
会
館
）

　
※
詳
細
は
別
頁
を
ご
覧
下
さ
い
。

※
12
月
の
「
ひ
よ
こ
の
ひ
ろ
ば
」
は

　
10
日(

水)

午
前
10
時
30
分
〜

　
幼
児
コ
ー
ナ
ー
（
幼
児
向
け
）

11
／
17
㈪ 

・
25
㈫

12
／
１
㈪
・
８
㈪
・
15
㈪･

22
㈪

   

　
24
㈬･

28
㈰
〜
１
／
５
㈪

　
十
月
の
ひ
よ
こ
の
ひ
ろ
ば
、
後
半

の
工
作
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
を
テ
ー
マ

に
し
た
壁
面
の
パ
ー
ツ
づ
く
り
を
し

ま
し
た
。
色
画
用
紙
や
紙
テ
ー
プ
・

シ
ー
ル
・
綿
な
ど
を
使
っ
て
カ
ラ
フ

ル
な
ク
リ
ス
マ
ス
ブ
ー
ツ
が
出
来
上

が
り
、
親
子
で
ぬ
く
も
り
の
あ
る
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

※
作
品
は
壁
面
飾
り
と
し
て
、
11
月

29
日（
土
）・
30
日（
日
）
の
図
書
館

ま
つ
り
に
館
内
展
示
し
ま
す
。

親
子
で
壁
面
製
作

▲ 10 月の「ひよこのひろば」より

オ
ア
シ
ス
　

〝
今
こ
の
一
時
を

        

大
切
に
い
こ
う 
〞

山
中
文
人(

町
一)

　〝
生
き
て
い
る
間
は
図
書
館
通
い
〞

な
ん
て
言
え
ば
、
な
ん
と
な
く
糞
真

面
目
な
奴
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
本
を
読
む
と
い
う
事
は
、

頭
の
活
性
化
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
本

か
ら
い
た
だ
く
知
識
・
知
恵
は
読
む

だ
け
で
は
通
り
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
そ
れ
を
自
分
の
生
活
の
中
に
取

り
入
れ
る
事
で
、
自
分
自
身
の
奥
行

き
を
深
め
る
事
が
で
き
る
の
で
す
。

　
人
生
時
に
は
失
敗
も
し
ま
す
が
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
自
体
が
、
前
向

き
に
生
き
る
為
の
方
法
で
あ
り
手
段

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
!!

　
一
生
は

一
生
、
二
生
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の

一
時
を
大
切
に
す
る
事
。
本
か
ら
得

た
知
識
・
人
様
か
ら
得
た
知
識
を
、

こ
れ
は
と
思
っ
た
ら
、
自
分
の
中
に

取
り
入
れ
経
験
を
積
ん
で
い
く
と
、

今
ま
で
に
な
い
不
思
議
な
世
界
が
見

え
て
く
る
も
の
で
す
。
私
の
主
観
で

す
が
図
書
館
に
は
書
物
の
な
い
大
人

専
用
の
図
書
館
も
あ
る
の
で
す
。
そ

れ
は
街
角
の
居
酒
屋
で
す
。
視
・
聴
・

嗅
・
味
・
触
で
接
す
る
人
様
の
生
き

た
話
に
有
意
義
な
事
が
あ
り
ま
す
。

〝
我
以
外
、
皆
、
我
師
〞
と
大
作
家

吉
川
英
治
は
言
っ
て
ま
す
。
私
の
座

右
の
銘
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
で

い
く
よ
！

図
書
館
行
事
の
ご
案
内

11 月は「児童虐待防止月間」です

　児童虐待に関する相談対応件数は依然として増加しています。子どもへの虐待は、経済的困難やそれぞれ
の家庭が抱える問題に加え、地域での孤立がその背景にあります。
　虐待を防止するためには、先ず地域ぐるみで子育て家庭を暖かく見守り、さりげなく声かけするなどの行
動が大切です。私たちのちょっとした『目くばり』、『気くばり』で子どもたちを虐待から救えます。虐待で
はないかと疑ったり、虐待を発見したりしたときには、下記まで連絡しましょう。連絡することで守秘義務
違反にとわれることはありませんし、連絡した人が特定されてしまうような情報は決してもらしません。
 
  ●教育委員会こども室（宮田村民会館内）☎ 85-2314  ●飯田児童相談所（飯田市）☎ 0265-25-8300
  ●上伊那福祉事務所（伊那市）☎ 0265-78-2111　●児童相談所全国共通ダイヤル　☎ 0570-064-000
　なお、長野県では、児童虐待・ＤＶ（ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸ ･ ﾊﾞｲｵﾚﾝｽ＝配偶者間暴力）の通告・通報・相談に対し
　相談員が 24時間電話で受け付けています。 ▲ 24 時間ホットライン（毎日 24 時間）　☎ 0263-91-2410

宝くじの助成金で 設置・購入しました !

問みらい創造課☎ 85-3181

町３区
（一財）自治総合セ
ンターの「一般コ
ミュニティー助成事
業」で公園遊具を設
置しました。

大原区

（公財）長野県市町村振興協
会の「地域活動助成事業」で
除雪機２台を購入しました。
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図書館まつり期間中に本を

借りていただいた方には、

手作りノートを

もれなくプレゼント！

問宮田村図書館 ☎ 85-2314※写真は昨年の様子です。

場 所 宮田村図書館（村民会館内）

日 時 11月29日（土）・30日（日）
10:00～18:00

○聴導犬・介助犬関連資料展示

○長野県ゆかりの作家図書展示

○読書ゆうびん作品展示

○絵本の感想画展示（保育園年長児）

○中学生職場体験活動レポート展示

○図書館協議会委員 視察研修レポート展示

○「遊ゆう広場」工作・活動発表展示

○「ひよこのひろば」壁面作品展示

○ちぎり絵作品展示

館内展示
10:00から29日（土）30日（日）

おはなしパスポート
30日（日）10:00から
◆小さな○○大きな○○　10:00 ～ 10:30（大ホール）

週５講座（おはなしの世界を楽しもう）の

皆さんによる大型紙芝居と大型絵本

◆おはなしころころ 10:35 ～ 11:15（大ホール）

お話し宅Ｑ便の皆さんによるペープサート

・大型絵本・エプロンシアター

◆おはなしの里 11:30 ～ 12:00（大ホール）

ＭＭＣの皆さんによる音楽劇

◆ひよこのひろば【図書館まつりバージョン】 

 11:00 ～ 11:30（学習室）

未就園児向きのおはなし会（絵本・紙芝居

・パネルシアター・手あそび）

◆おやつのくに 12:15 ～ 13:00（第３～５研修室）

“おはなしのくに”から“おやつのくに”へ！

パスポートをもらったら「おやつのくに」で

すてきなごほうびが？！

））

図書館まつり
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今年も恒例の「図書館まつり」を開催いたします。おはなし会や頒布会な

ど、楽しい催しを行います。秋の日の一日、ご家族やお友達といっしょに

「図書館まつり」へお出かけください。

図書館 つりま

図書館講演会

29日（土）10:30から
（第３・４研修室）

日本聴導犬協会の皆さんによる

デモンストレーション・ＤＶＤ視聴会

など行います。

　幼児・小中学生を対象に、図書館内

にクイズ 10問を設置します。

　あなたは何問わかるかな？

図書館クイズ

29日（土）30日（日）
10:00から（図書館）

　小学４～６年生を対象に、カウンター

業務中心に図書館のお仕事を体験してい

ただきます。（事前申し込み者のみ）

図書館職員体験
29日（土）10:00から（図書館）

　2012 年（平成 24 年）の雑誌・旅行ガ

イドブック・寄贈本などを皆さんに無料で

頒布いたします。お一人につき、本 10冊・

雑誌５冊・付録３点以内とさせていただき

ます。ご希望の雑誌はお早めにどうぞ。

廃棄本・雑誌の無料頒布会
29日（土）10:00から（学習室）

『聴導犬・介助犬を知ろう！』

講師：社会福祉法人日本聴導犬協会
　　　会長　有馬もとさん

■演題■
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『広報みやだ』では有料で広告を掲載しています。掲載のお問い合わせは 役場みらい創造課協働係☎ 85-3181
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給
食de

大き
くな
あれれれ

～地
産地
消・
栄養
たっ
ぷり
～ 大根と豚肉の煮物

大根は厚めの半月切り、にんじんはいちょう切り

にする。大根は下ゆでする。

ゆでた大根、にんじん、肉の順番に調味料を入れ

てじっくり煮込む。

※しょうゆは調味料の最後に入れると肉が固くな

りにくく塩分量も少なくてすみます。

　● 材料 ●　4人分

・大根 300 ｇ

・豚バラ薄切り肉 150 ｇ

・にんじん 50 ｇ

・濃口しょうゆ 大さじ１

・三温糖 小さじ２

・酒 小さじ２弱

・みりん 小さじ１

１

２

この日の献立　

大根と豚肉の煮物、野菜の中華和え、ほうれん草の卵スープ、チーズ　おやつ：豆腐うぐいす団子

西保育園

　保育園では「楽しい体験で食に関心を
持ってほしい」という願いのもと、食育
活動を盛んに行っています。この日は、
給食の先生が秋の野菜の紹介とハロウィ
ンの劇を披露しました。

魔女の魔法で
さつまいもが茶巾に

へんし～ん

迫真の演技に
大盛り上がり！

おやつでおいしくいただきました

正午 開始（11:30開場）

第15回 ワインまつり

12月６日 土  
会場：宮田村体育センター/ 入場料：1,000円（特製ワイングラス付）

宮田村 中央アルプス山ぶどうの里

問宮田村役場産業振興推進室 農政係 ☎ 0265-85-5864

飲み
放題

“紫輝2014”解禁！

12月・１月は『ワインで乾杯宣言月間』
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